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1はじめに

1908年 6月30日現地時7時 17分ごろ､中央シベリアのボドカメンナヤ ･ツ

ングースカ川流域の盆地 (60 0 53-26"N,1010 53-52--E)に大爆発が起こった｡周
辺の森林は､爆風により半径 30-40kmにわたって､同心円状に倒壊した｡この

地域の亜寒帯針葉樹林帯の荒廃は現在もそのままに残されている｡この爆発は

ツングースカ ･イベントと呼ばれ､その原因となる物質､エネルギーなどはこ

れまで､多くの研究者により推定されてきたが(例えば､cowaneta1.,1965;Chyba

eta1.,1993)､定説を得るに至っていない｡

本研究では､1992年 8月に採集されたトウヒ (Piceasp.)の樹幹円板を用いて
年輪解析を行い､その地域の自然環境がイベント前後にどのように変化したか

を推定した｡また､イベントの起こった年の 14C 濃度を測定した｡

2年輪解析

試料円板の年輪幅を樹心から爆心方向について測定した.年輪幅変動を見ると

､ツングースカイベントのあった 1908年を境に成長の悪化した時期があり､そ

の後急激に成長が回復し､異常成長した時期があることが明らかである｡そこ

で､この木の成長期を3段階に分けて考える｡

Stage-Ⅰ:イベント以前の正常な成長期

Stage-ⅠⅠ:イベント直後の低成長期

stage～ⅠⅠⅠ:異常成長期およびそれ以後

stage-Ⅰにおいては年輪幅の変動は 1-2年周期で起こっており､このようなバラ
ツキはイベント当時の試料木のような若齢樹にはよく見られる｡1908年すなわ

ちツングースカイベントが起こった時の年輪に障害樹脂道が認められた.これ

はイベントの爆風で樹体に障害がもたらされたことによると考えられる.一方

､stage-ⅠⅠで見られる4-5年間に亘る低成長は､爆風によって葉がむしりとら

れ､すなわち光合成器官が失われたことによってよる.Stage-ⅠⅠⅠで見られる異常

成長は圧縮あて材 (compressionwood,以下､単にあて材)の形成によるものであ
る｡あて材とは､樹木が気温の上昇などで渇水状態になったり､あるいは何等

かの原因で樹体が傾いた場合にこれを支えようとして､形態的に異常な細胞が

集合的に形成されてできる材である.本試料の場合,爆風による疎林化で,渇

水が起こったことが示唆された.

314C測定

14C 濃度の測定には､本学年代測定資料研究センターのタンデトロン加速器質

量分析計を用いた｡試料円板から1908-1910年の3年輪からそれぞれ切り離し

測定に供した｡
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14C濃度は-28.2-9.9‰であった.Cowanetal(1965),Lermanetal.(1967)も同様に

､北米産のベイマツ (Douglousfir)を用いて､ツングースカイベント前後 19年間
に亘る年輪中の 14C濃度を報告している｡前者の測定結果では､この3年間の14C

濃度は･-9.6--1.5‰であり､我々の結果との差は認められない.

4生育環境の復元

この試料を採取した地点は､北緯-60056-15--､東経-101055-45"であり､ツ

ングースカの爆心地 (60053-267-N, 101053-52"W.)のほぼ北東に位置している

. 試料木成育地に最も近い気象観測点 Kirensk;57046-N,108007-Eでの気象デ

ータによると (国立天文台,1993)､6-8月が樹木の成長期と考えられる.試料
円板において木部細胞の観察を行なった部分は､ほぼ南方向の半径部分である

｡ あて材形成部位の方角が南側であることを考慮すると､この試料木の生育地

点では､以下のような環境変化が推察される｡Stage-Ⅰでは､試料木は一般の亜

寒帯針葉樹林帯における幼木の成長をしていた｡1908年の成長期間中の 8月に

ツングースカイベントが起こった｡試料木の南側､すなわちより爆心側にある

木が爆風で倒れ､あるいは樹幹上部を損失し枯死し､試料木も葉をもぎ取られ

た｡st;;lge-ⅠⅠでは､このために成長が悪くなり､回復に 4-5年を要した｡1908
年の年輪早材部において認められる傷害樹脂道は､この時形成されたものと思

われる｡また付近の木が倒れ､ 日照条件が良好 となり､さらに夏期の日中の高

い気温が渇水状態をもたらした｡stage-ⅠⅠⅠになると､葉は回復し､生理活動が再

び活発化したものの､依然渇水状態が続いているために､あて材の形成が促進

され､異常成長が起こった｡また､本報告には掲載しなかったが､他の 3方向

の年輪幅もStage-ⅠⅠⅠの初期数年間はやや増大傾向にある｡これらStage-ⅠⅠⅠでの

異常成長は､イベントによる植生破壊に起因する隣接木との競合の減少､ある

いは火災､腐朽､生分解による林地への栄養分の供給 (施肥効果)も一因として

考えられる｡ その後､徐々に植生が回復し､試料木は安定した成長期を迎える

｡ 表 1に以上のス トーリーをまとめた｡

表 1生育環境の変化
ReconstructedVegetationalchangeinTunguskaspruce

TD) 生育環境 樹体の状態

StageⅠ 通常の亜寒帯針葉樹林帯 通常成長

ツングースカイベント 植生の破壊 樹体の破損

ヘ ′ StageⅠⅠ 渇水状態 樹体の末回復期

StageⅠⅠⅠ 土壌の富栄養化 樹体の回復
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Abstract

Across･-cutdiskofPiceawhichhadsurvivedfromtheTunguskaeventin1908,wasused
toreconstructthepastvegetationbeforeandaftertheo∝urenceoftheevent.neannul
ringWjidthhaddrastiGlllydecreasedsinceAD1909,thenextyearoftheevent,for4--5
year,a】:1dthenincreasedrapidlyleadingthedeGlyVariationObservedusuallyinsecondary
growthofconiferoustrees.Thefomarwouldbecausedbytheserioustraumainthe
organssuchasleaf,branch,androotsystemduetotheblastoftheevent.nleuniseriate
traumaticresin ductswereobservedin thexylem formedin 1910tosuggestthe
occurrenceofthetrauma.Thelattersuggeststhedecreaseofplant-sociological
competitionandtheeutrophicationofsoilbyforestfire.Theextremecompressionwood
cellswithspiralthickeningsandcracksinsidewereobservedinthewideringsformedin

1909-1913Possiblyindicatmgthesuddenchangeoflightenvironment･A14cvaluesof
theanllualringsfomedin1908-1910WeremeasuredwithTandetronacceleratormass

spectrometeratDatingandMaterialsResearchCenter,NagoyaUniversity･△14cvalues
wereranglngfrom-28.2t0-1.5‰ .
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